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1. はじめに
(1) a コ ー ヒ ー立上紅茶立上お持ちしましょうか。
b 煮る立上焼く立立好きにしろ。
(1)に示す並列助詞「なり」は、 例えば、 r日本語文法大辞典J (P576) に、
並列 ・ 列挙した事柄の中から、 どれか一つを選択させる形で、 事柄を並ぺあげる。「ど
ちら（どれ）にしても大差ないが」「ほかにももっと適当なものがあればそれでよいが」
といったような、 どれにしてもこだわらないという気持ちが込められることが多い。
とあるように、「AなりBなり」では、 具体的に提示された[A] [B]からの選択の場合も
あれば、[A] [B]以外のもの([A] [B]に類するもの）を選択する楊合もある。 こうし
た性格はいわゆる部分列挙とされるもので、 これは同じく、 選択的列挙に与る「か」と比べ
ると、 その性格がよく理解される。助詞「か」による列挙の場合、 「 ・・ か… か： x とYの
うちのどちらかひとつであることを表す。」（グル ー プ ・ ジャマシイ(1998) とあるように、
提示された候袖の中からの選択ということになる。 (2) を見られたい。
(2) a 二次会は、 カラオケに行く企もう少し飲む企、と2主がいいでしょうか。
b これを資本にして商売をする立上、 学贅にして勉強する全上、 どうでも随意に使
うがいい （夏目漱石「坊っちゃん」）
さて、 現代栢に於い て選択的列挙に与る並列助詞「なり」の発生は近世期頃のようである。
(3) a いやとおつしやると死升ぞへとどうなりかうなりだかれてねさへすれはもういご
かしはせぬ （傾城桃山錦／ 1768)
b 全体当世。 三味せんがきつうはやるか。 いづくへ行ても。 一町に一軒なり二けん
立o音のせぬ所もなし。 （三味線問答／ 1785)
c 手切れなり足切れなり出してやつて根を断て葉を枯す気になったか
（春色雷の樟／ 1838)
(3)にみるように成立当初は副詞的な語(= (3) a の「と立なり企立なり」）、体言（＝
(3) b「二狂なり二辻ムなり」／ （3) C「生投庄なり品辺庄なり」）に承接するようで
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あり、 明治期以降、(4)のように動詞にも承接するようになる。
(4) a 打つなり、殴くなり貫ーさんの勝手にして （続金色夜叉）
b これを狩本にして商売をするなり、 学資にして勉強するなり、 どうでも随意に使
うがいい （夏目漱石「坊っちゃん」）
並列助詞「なり」の成立及び展開に関する論考には、 此島正年(1966)、 鈴木浩(1993)、
岩田美穂(2006) · (2007)等があり、 示唆される点が多いが、後述するように、 その来歴等
具体的な成立過程についてはなお検肘すべき余地がありそうに思われる。 そこで本稿では並
列助詞 「なり」成立の経緯について改めて考え直してみようと思う。
2. 並列助詞「なり」の来歴に関する先行研究
並列助詞「なり」の成立 に関して、 此島正年氏「国語助詞の研究」（第三章並立助詞）に、
〈助動詞「なり」の終止形による並立累加用法〉と〈副助詞「なりと（も）」による列挙用法〉
のとの混用によるものとする見解が示されている。
(5) a 御自箪なり御在判なり神妙 とへぃっ て （天草版平家・四•第二十六）
b 敵は不案内なり、 我々は案内者なれば （同・ニ•第二）
(6) a 犬立り迭牛なり共成り••い・・ （傾城二河白道・中）
b 明日成とあさつて成と松屋町へゐて途へ （生玉心中・中）
(5)の祟加用法の「なり」と(6) の副助詞「なりと（も）」 とが如何に関わり、 選択的
列挙の「AなりBなり」形式が発生するに至ったのか について、 次のように説かれる。
これら（＝用例(5)，••京注）ではまだ断定の助動詞「なり」の終止形 であるが、 完
全に断止せず、 他の叙述と並立する気持が見える。 これが助詞化したのであろう。従っ
て、 並立累加の意が本来で、これに択ーの意が生じたのは、一方にある「なりと（も）」
の次のような用法と の混合によるのではないか。
とあるように、「AなりBなり」による択ー用法の発生は、(6)に示す副助詞「なりと（も）」
の列挙用法との混合によるものであるというぃ
前掲(5)の累加用法 （以下、本稿では「不十分終止」用法と呼ぶ：鈴木(1990)等参照）
と（6)の副助胴「なりと（も）」の列挙用法とが混用したものが、（7)の「AなりBなり
と（も）」であり、そこから、後項の「なりと （も）」の「と（も）」が脱落したものが、(8)
に示す択ーの「 Aなり B なり」であると説かれる。
(7) 真珠全立金子なりとも早く否やをお取極下さいまして （いろは文庫）
(8) 手切れ全上足切れ全立出してやつて根を断て菜を枯す気になったか
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（春色宮の栂・ニ三／1838)
この此品氏の見解に対して、鈴木(1993)は、 不十分終止の
「
なり」による並列用法と副
助詞「なりと（も）」の混用説に対して、 次のような問題点を指摘される。
現代語ではナリとナリト（モ） （ナリトにナリトモを含めて差し支えない際こう表記
する）とは極めて近いものになっているが、 それは選択（択ー）の意を表すナリが確立
しているからのことで、 そのような現代語的感党は今ひとまず捨て去る必要がある。 そ
こで案ずるに、 そもそも「並立累加」の表現をナリト（モ）のもつ例示の表現と言表の
際に混じてしまうというのは考えにくいのではないか。
鈴木(1993)では、「なり」の発生経綽に関して、次のように説かれる。 そこでは、「なり」
の用法を［「不十分終止のナリ」】(= (9) a)、［勝立・兼帝型］ （＝ （9) b)、［聯立・列
挙型］（＝ （9) C)、［選択］ （＝ （9) d)とに分類する。
(9) a そなたを国へ下さずはおやにふかうのみやうばつ。行すゑよからふ様もなし ふ
だしたいもーはいなり。 わかるヽはなおつらし 此平兵衛がむねひとつで。本国の
おやたち迄なげくをかけくをかける （心中刃は氷の朔日／1756)
身は貧也かたわ也おとヽ弟子に土佐を名のらせ。あに弟子はうか/ヽといつ迄浮
世又平で。 （傾城反魂香／1708)
c 郷助様なりお前なり知つての通り殿様とは突き出しの其夜から互ひに深ふ言かわ
した二人リが中に出来た此巳之介・・ ・ （領城花街蛙／1756)
高い利足出してさへ銀は自由にかられぬ浮世にも銭出しながら義理やむ客があれ
ばこそちつとなりやつとなり工面の出来るは色の道 （野経の枝折／1799)
(9) aでの「くだしたいもーはいなり」は下句「わかるヽはなおつらし」とが並列的OO
係をなしている。(9) bは「身は貨なりかたわ也」では自分自身の屈性の「貧」「かたわ」
とを列挙する。(9) Cは先の(9) a • bとはその列挙の意味合いが異なり、「郷助もお前
も」の如く、 累加的な列挙というよりも、単純列挙的な意味合いでの使用例である。(9)
d「ちつとなりやつとなり」の場合、「ちつと」の場合もあれば、「やつと」の場合もあると
いうことで、択ー的な関係性での列挙となっている。
鈴木氏は、 以上のように、 室町末期及び近世期に於ける助勁詞「なり」の「不十分終止」
の様相を細かく分析され、 これと岡助詞「なりと（も）」による列挙用法とが如何に接近し
たかに箔目し、 選択的列挙形式「AなりBなり」の成立過程を以下のように説かれる。
ナリトからナリが生ずるならば、 卜が落ちた、 ということになるが、 これを音声上の
語形変化として処理することはできない。仮定内容を例示するナリトにとって、 その語
義を支える栢構成要素として卜は不可欠のものであろう。 ナリトの略形がナット ・ ナト
b 
d 
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の形で存在することもそれを裏付ける現象と考える。 この卜がなぜ失われることになる
のか。
のように、「Aなりと（も） Bなりと（も）」が「と（も）」を脱落させることについて、 音
声的な面での説明ではできないとし、「AなりBなり」となる経緯について、 副助詞「なり
とも」の列挙用法「どうなりとかうなりと」と不十分終止からの派生である「どうなりかう
なり」(= (10)）といった意味上の近接した表現の存在が深く関係していると説かれる((11)）。
(10) a いやとおつしやると死升ぞへとと立なり企立なりだかれてねさへすれはもういご
かしはせぬ （傾城桃山錦／1768)
b 其内にはと立成空立成訳が立ませふ。 （漢人漢文手管始／1789)
(11) a ドウナリトカウナリト ；t: し （詞菜新雅・13オ／1792)
b ドウナリカウナリ �,�::� （同・13オ／1792)
(10)の「どうなりかうなり」と(11) aの「どうなりとかうなりと」との意味上の類似
性に滸目される。
さて、 ドウナリカウナリをドウナリトカウナリトの単なる日脱落形という見方は稿者
は採らないものの、結果として両者が極めて近似したものなっていることは右に挙げた
例からも認められよう。詞業新雅の雅語訳も似通っている（ドウナリトカウナリト ばら
〔13オ〕）。 おさえるべきはこの点で、 ここに～ナリト～ナリトの首い方が二項ながらに
トを とし～ナリ～ナリと ‘ずる接点を 出 ことができるのではないか。（波線：京
による） すなわち、 ドウナリカウナリの出現、 さらにその継続的使用はナリト類の領域
を刺激し、 その刺激の及ぴ易かった部分から、 卜（トモも含めてもよい）の脱落を可能
にしたと考えるのである。
すなわち、 鈴木氏は選択的列挙の「AなりBなり」は、「Aなりと（も） Bなりと（も）」
形式の「どうなりとかうなりと」と不十分終止由来の「どうなりかうなり」という相似通っ
た表現形式の存在もあって、「Aなりと（も） Bなりと（も）」に於ける「と（も）」が脱落
するに至ったものと説かれる。
以上、此烏説・鈴木説を見てきたのであるが、鈴木氏の説かれるように、累加的列挙の「A
なりBなり」と選択的列挙「Aなりと（も） Bなりと（も）」とを混用するというのは両者
の用法からみて考えにくいように思われる。 そうした課題に対して、鈴木氏は不十分終止の
「なり」の用法を詳細に検討された。 そこでは、 まず、 選択的列挙の在り方として、 列挙さ
れるところの事態が非同時性であることに消目され、 そうした意味で使用される「どうなり
かうなり」の存在が関係しているとされる。 すなわち、 現代語の並列助詞「なり」の直接的
な来源は副助詞「なりと（も）」であって、不十分終止の「なりjは「なりとも」型から「な
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り」型を生み出す上での契機としての役割を果たしたものということになる。
なお、岩田(2006)では、上記の「なりと（も ）」由来説に対して、当該時期の「なりとも」
の用法との関係から疑義を唱え、不十分終止の「なり」との関係を示唆される。箪者も岩田
氏と同様に、現代語の並列助詞「なり」の来歴は、不十分終止の「なり」に求められるので
はないかと考えている。
3. 並列用法「～なり～なり」成立再考(1)
「なりと（も）」の意味用法一
並列助詞「なり」の来源を副助詞「Aなりと（も） Bなりと（も）」に求めるとすると、
その後の展開等に於いてやや問題があるように思う。まず、ここで副助詞「なりと（も）J
の屁開を概観しておくことにしたい。副助詞「なりと（も）」は(12)に示す仮定条件句「な
り＋とも」が源であるとされる。
(12) a ちょうつの軍なりとも（蛮烈友）言挙げせず取りて来ぬぺき男とそ思ふ
（万葉梨．972)
いみじき道なりとも、おもむきがた＜党え給ふ （源氏物語・紅莱賀）
c 親の敵なれば、一人なりとも、平家をねらひてうたんとぞ思ふぞ （平治物語）
仮定条件句としての用法((12) 及び (13)）から、例示的用法((14) 及ぴ(15)）が見ら
れるようになるのが中世後期以降であるという（矢毛達之(1匁7)他参照）。
(13) a 仙境ノ真君殿へ我歩中ニナリトモ至テアラバ （四河入海・21ノ3 • 3 オ）
世界ノコレホトニヒロイセカイニトチエナリトモテハセイテ （天座抄．5)
c なんとそして今一度はかない箪の跡をなりとも奉って、御おとつれを岡かうとこ
そ思へと、言はれたれば （天草版平家物語・61)
右馬先をも略してなりともおかたりあれ （天草版平家物語・355)
此福はやらずはなるまひが、何とせうそ、にくさもにくしなぶつてなりともやら
（虎明本「くらままいり」）
いや中々、さやうの事もぞんぜなんだ、それならは、さ�ゑなりとももたせてま
いらう物を （虎明本「ほねかわ」）
さらりと経を取骰いて手鼓なりとも打ったがよい （堀川波鼓／17fJ1)
これで御ざると、かねてぞんじたらは、路次でお茶立上上申さう物を、ざうたん
に申いつて、おちゃでも申さいで、おのこりおほい （虎明本「餅酒」）
やいこひ、水なりとのませたらはとりかへせ （虎明本「今まいり」）
b 
b 
d
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副助詞「なりと（も）」に於いて列挙用法が行われるようになるのは中世室町期以降のこ
とのようである。
(16) a ほねを十六本なりとも、十八本なりとも、ほねの数をこめたを、こめほねといふ
（虎明本「目近籠骨J)
b 犬全立逃牛全上逃成り・・・・・・ （傾城二河白道・中）
c 朋日成とあさつて成と松屋町へゐて逸ヘ （生玉心中・中／1715)
d おまへ呑みたくはそこにある猪口で全上上茶碗で全立上おあがりな
（当世虎之巻・後編・八／ 1826)
こうした「Aなりと （も） Bなりと（も）」による列挙用法との関わりから見て、後世の「な
り」の用法との関わりから見てやや気になる点がある。
(17) a どうかこうか湯立立粥全立を啜って （二築亭四迷「浮盆」）
b 肉体全立梢神立上凡て我々の能力は、外部の刺戟で、発達もするし
（夏目漱石「こころ」）
（用例は「日本語文法大辞典jによる）
(17) a「どうかこうか湯なり粥なりを啜って」は、「湯や粥といったものを啜って」とい
う意味で、択ー的用法ではなさそうに思う。「AなりとBなりと」の湯合は択ー的な関係性
での列挙であり、列挙されるところの要素間の性格が異なるように思われる。また、(17)
b「肉体なり精神なり凡て我々の能力は・・・」に於ける「肉体なり精神なり」は、直後の「凡
て我々の精神」の具体例を示しているものである。近世期の「なりと（も）」の列挙用法を
見るに、上記の「〈具体〉一〈一般〉」という構造での使用例は見出し難いようである。
以上見てきたように、現代語の選択列挙形式「AなりBなり」の来歴として、「Aなりと（も）
Bなりと（も）」を想定するには、意味用法の面でなお課題が残るように思われる。
さて、こうした 「＜具体＞ ーく 一般＞」という構造を有するものに、先の「なり」の 「不
十分終止」からの派生用法に見られる。
(18) a おまへなりわし也糸さんなり区万拮が述ふて有るじゃないかいな
（粋学問／1799〉
b お前に市さんなり藤登．＆と．y心吐匝匿互囚枷ある。 （粋学問／1799)
(18) a 「おまへなりわし也糸さんなり」は後の「みな」の具体例となっている。なお、 (18)
bでは「市さんなり藤さんといふ」となっており、「AなりBなり」型ではないが、当該箇
所が後の「情漢さん」の具体例を示しているという点で、 (18) aと同様の慟きを為してい
るとみてよかろう。前掲の(17) bのような「＜具体＞ ーく 一般＞」棉造をとるものとの関
わりという点で、(18)の例は注意されるように思う。
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以上見てきたように現代諾の「なり」の直接的な来源に関しては
、
従来
、
「AなりBなり
」
型発生の手助けという位囮づけがなされていたところの、助動詞「なり」の「不十分終止
」
用法にその源を見ることもできそうに思われる
。
4. 並列用法 「～なり～なり」
成立再考 (2
)
ー不十分終止 「なり
」
との関係一
筆者は、並列助開「なり」は古典語終止形「なり」の「不十分終止」に源を発するもの
と
考えたいのであるが、そうだとすると、選択的列挙の「AなりBなり」の成立に関して以
下
の点が課題となる。
先述の如く、「不十分終止」は累加的に列挙するものであり
、
一方の現代語に於ける並列
助詞「なり」はそうした累加的な意味合いは弱く、 いわば候補となる事物を列挙するとい
う
性格を有している。並列助詞 「なり 」 の成立を見る上ではこうした列挙されるところのOO係
性が問題となる
。
また、 表現形式の面では
、
不十分終止では 「XはAなり
、
YはBなり」及
び「XはAなりBなり」型の題目文であったものから 「AなりBなり」型が如何にして行わ
れるに至ったのか、 その発生のプロセスが問題となろう
。
以下
、
これらの点につ いて考察を
施すことにしたい
。
助動詞「なり」の終止形による 「不十分終止
」
は (19
)
に示すように
、
「XはAなり
、
Y
はBなり」型をとるのが基本であり
、
(20
)
はそこからの派生であろう
。
(19
)
a かくして十郎蔵人、 五百余勁が稜かに騎ばかりにうちなされ、四方はみな敵なり、
御方は無勢なり、 いかにしてのがるべしとは泥えねど
、
思ひき ッ て雲霰のごと く な
る敵のなかをわッてとほる。 （平家物栢 ・巻第八・室山
）
b そなたや与兵衛がおや/ ‘はをばがためには兄弟なり。 わごりよたちはおいめい
立上どちらにひいきへんばもない。 （卯月の紅菜／ 1706
)
(20
)
a 御自箪なり御在判なり神妙/ ヽというて （天草版平家物語
）
b 身は貧也かたわ也おと、弟子に土佐を名のらせ。 あに弟子はうか/ ヽとい つ迄浮
世又平で。 （伯城反魂香／ 1708
)
なお、(20) aに関して補足しておくと、 当該例は、 宙状に対 して、
「御自紐である」「御
在判である」という性格を併せ持っていることを意味しており、 文型としては (20) b同様
、
「XはAなりBなり」型と捉えられるものである。
「XはAなり、YはBなり」型であったものから、 「XはAなりBなり」型で兼帝という
関係性での列挙も行われるようになる。さらに (21)のように「XはAなりBなり」型から
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連体用法(「AなりBなりX (AでありBでもあるx) 」型）を派生させたものと解される。
(21) 互のかほは見わすれても。乳兄弟也主従也駆｝むかひとあるならば。 はぢもちじよ
くもふりすてヽ。御そくさいなかほばせ見せてくださるはづ成に。
（心中刃は氷の朔日／1756)
「AなりBなり」型の発生という意味で、(21)の如き例は、従前の艇目文から解放された
いう意味で興味深いものであるが、 この段階では、 まだ「不十分終止」の列挙用法からの派
生段階ともいうぺきものであると見られる((22)「乳兄弟也主従也私」の箇所は「乳兄弟で
もあり主従でもある＜私＞」という意味で累加的列挙という性格を有している）。
上記の「AなりBなり」型では、「Aであるし、 Bでもある」のような累加的性格のもの
であるのに対して、(22)のように、累加的な関係性が弱化したと思われる使用例も見られる。
(22) a りんきもせず。てうちんを持てむかいにくるは。 お主也ざうり取也。若衆也ねん
じゃを思ふゆへじゃ （けいせい三の車／1703)
b 一方は巡れてゆかふ一方は行まいとい、つのつた其相手は衷上立立又兄様の家来
なり中に立つた私か思案が有る程に•••… （傾城勝尾寺／1761)
(22) aでの「お主也ざうり取也若衆也ねんじゃ」の箇所は、「Aでもあるし、 Bでもある
し、．．．」という関係ではなく「AやBやC・・・」というように、候補となる事物をいわば単純
に並べ立てるものとなっている。(22) bも同様で、 単純列挙ではなく、「夫」又「兄様の家
来」となっており、 累加的関係性での列挙ではないことに注意しておきたい。
こうした用法は次のような過程を経て成立を見たものと思われる。先に示した「XはAな
り、 YはBなり」型による累加的列挙から、「XはAなりBなり」型の兼帯用法が発生した
と思われる。 これはある主題に対して、 それが有する特徴や属性について、 該当するものを
列挙したものとなっている。 (20) b 「身は～」のように栢レベルであったものから句レペ
ル（＝「りんきもせず。 てうちんをもってくるは～」（（22)a) を主題とする叙述文にも使
用されるようになったものでなかろうか。
近世初期に於いて、「不十分終止」の「なり」がこうした展開を見せたのは何故かという
ことは別に考えておく必要があるが、 ここではひとまず、「AなりBなり」という構文上の
特徴の経緯との関わりを見るに留めておく。
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5. 「 AなりBなり」型の意味用法
次に、 列挙とその並列の意味との関係について見ていくことにしたい。
不十分終止の「なり」にあって「囲立／列挙」での使用が見られるようになり、その後、「一
軒なり二けんなり」の如き「A若しくはB」のような択ー的な関係性を有する列非での使用
例が見られるようになる。
(23) a 身はとなりかくなりならばなれと、 沈み呆てぬる恋の海
b
 
かしはせぬ
（好色万金丹／1694)
いやとおつしゃると死升ぞへとよ立なり空立なりだかれてねさへすれはもういご
（傾城桃山餅I/ 1768) 
c 全体当世。 三味せんがきっうはやるか。 いづ くへ行ても。 一 町に一軒なり二けん
全o音のせぬ所もなし。 （三味線問答／1785)
d 其内にはと立成企立成訳が立ませふ。 （漢人漢文手管始／1789)
e 高い利足出してさへ銀は自由にかられぬ浮世にも銭出しながら義理やむ客があれ
ば こ そちつとなりやつとなりエ而の出来るは色の道 （野器の枝折／1799)
このように、17世紀末頃から「閑立／列挙」に加えて「択ー」用法が見られるようになる。
「聯立／列挙」の 「AなりBなり」から 「択ー」用法が如何にして生じたのかということに
なるが、 こ れには、 以下に述ぺるように「なり」構文の文形式が深<OOわっているものと推
測される。
(24)の詫例は、 「AもBも」 「AやBや」のように部分列挙と見られる。(26)では、「A
またはB」の意味であり、択 ー的な意味合いでの使用例とみられる。 なお、(25)に関しては、
「婿」甥」の両者への依頼とみることもできそうであるし、 「妍」「甥」のいずれかであれば
よいというように択ー的な関係にも捉えてよさそうに思う。 (24) (26)の用法の過渡的時期
にもあたるようでー、用法拡張の点で興味深いように思われる。
(24) a 年はとらふ大なり小なり年の荘れ （沙金袋／1657)
りんきもせず。 てうちんを持てむかいにくるは。お主也ざうり取也。若衆也ねん
じやを思ふゆへじゃ （けいせい三の車／1703)
郷助様なりお前なり知つての通り殿様とは突きlllしの其夜から互ひに深ふ雪かわ
した二人リが中に出来た此巳之介 ・・・ （傾城花街蛙／1756)
こわ店にいわんす故女中也御出家也び</ヽして返事が出ぬ・・・・・・
b
 
c
d
 
（碩城廓苧項／1769)
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そなたの父御は叔母が兄。·ー・「婿なり甥なり治兵衛がこと頼むJとの一言は忘れ
ねど、 （心中天の網島／1720)
暖縦の際なり籟なりで、 烏渡逢て遣てください。 （鶯塚千代廼初声／ 1856〉
自已なり忠兵衛なり早速お迎ひに登りませうから…… （春色玉拇／ 1856)
ここで注目すべきは 、 列挙形式「Aなり B なり」に於いて、 [A] [B] 両者を満たさずと
も、そのうちのいずれかー [Al [B] 以外の場合も含意するが一の場合でもかまわないと
いう意味での提示となっている点にあるように思う。
以上見てきたように近世期以降の「AなりBなり」に於ける並列の意味は多彩であり、累
加的列挙、単純列挙、 選択的列挙が行われている。そこで、これらの意味用法の関係を改め
て考えてみると、それぞれの用法は、累加的列学→単純列挙→選択的列挙の顛に生じたと見
ることができそうに思う。その際、「AもBも」「AやBや」のような [and] の関係から「A
あるいは B 」のような [or] の関係である列挙が如何にして発生するに至ったのかが問題で
(25) 
(26) a
b 
あるが、これについては 、 並列助詞「や」の用法を参考にしてみたいと思う。
並列助詞「や」について、r明解国語辞典Jでは〈並立同類のものを並べ上げるのに使う〉
とし、
(27) a 牛空馬が草をはんでいる
あれ空これ立と問題が起こる
の例を示すが、 さらに、匿週の項目に於いて、
「父や母の意見に従う」では「父と母双の意見 (and) 」 の意にも「父または 母の意見 (or) 」
b 
の意にも解される。
との記述がある。
近世前期に於ける並列用法の「AなりBなり」に於いて、「AandB」「AorB 」のような
関係性が見られることを考えるにあたって、 上記の並列助詞「や」の用法は一つの手がかり
になるように思う。 すなわち、「Aなり B なり」での部分列挙の用法が行われる過程に於いて、
選択的列挙を示すようになったものでは なかろうか。
6. おわりに
以上、 本稿では現代語に於いて並列表現に与る助詞「なり」の来歴に関して、 先行研究で
の議論を踏まえ、考察を加えてみた。先行研究では選択的列挙形式の「AなりBなり」につ
いて、その来歴を「Aなりと（も） Bなりと（も）」に求めているが、列挙形式「AなりB
なり」の使用状況及び後世の用法との関わりとから考えるに、「なりと（も）」に於ける「と
(10) - 79 -
（も）」の脱落に関与したとされる不十分終止の「なり」からの派生によるものとみること
ができそうに思われる。なお、これに関して少しばかり補足しておきたい。近世期に於いて、
累加的列挙用法であった不十分終止の「なり」から〈兼帯〉〈単純列挙〉〈択ー〉といった様々
な用法が派生するのである。特に、用法面での大きな転換は非同時性という性格を有する〈択
ー〉用法であるが、こうした様々な用法が近世期に発生したのかということであるが、これ
については、近世初期に成立を見た接続助詞「し」との関係もありそうに思われる（接統助
詞「し」の成立過程に関しては、柏原(1979)、同(1980)、鈴木(1990)、京(2000)参照）。
接続助詞「し」には(28)のような累加的列挙用法がある。
(28) a 今日は雨旦上、それに風も強い。
b このアバー トは静か旦上、日当たりもいい。
c この子はまだ10歳旦上、体が弱いから留学は無理だ。
不十分終止の「なり」の本来的用法は
「
XはAなり、YはBなり」型であった。〈煉帯〉
型の「XはAなりBなり」型及び「AなりBなりx」型はここからの派生であろう。そこか
らさらに累加的な意味合いが弱まり、〈単純列挙〉や〈択ー〉という用法を派生させたのは、
上述のように接統助詞「し」の成立に伴い、「XはAなり、YはBなり」型の祟加的列挙形
式が「XはAだ（ぢゃ）し、YはBだ（ぢゃ）」型へ、その表現の在り方が推移していくと
いう流れが背景にあったのではないかと思われる。すなわち、累加的列挙用法の哀退により、
結果として、候補となる耶物を列挙することに偏っていき、〈択ー〉用法を生み出すことに
繋がったのではないかと思われる。
さて、並列用法の「なり」には先述の如く、〈択ー〉の他にも〈単純列挙〉等、 様々な用
法が存したが、現代膀では、概ね〈択ー 〉用法として機能している。こうした用法の推移に
ついても考える必要がある。「AなりBなり」の列挙では、
(29) a そなたの父御は叔母が兄。・・・ 「婿なり甥なり治兵術がこと粗梵Jとの一酋は忘れ
ねど、 （心中天の網島／1720)
b 暖簾の際なり籐なりで、盛渡逢．て薗文ふ荏差．し．‘．。 （鶯塚千代廼初声／1856)
c 自己なり忠兵衛なり昂蛾逹浬Q.!;登．りま．ぜ．うから …．．． （春色玉掠／1856)
のように、依頼 ・ 提案の場iliiでの使用される傾向があるように思う。こうした依頼や提案と
いった表現での使用も択ー的な関係性での列挙用法へ低っていく過程を明らかにする上で無
視できないであろう。また、並列助詞「なり」の来歴に目されていた刷助開「なりと（も）」
に関してはさらに検討すべきかと思う。中世後期以降、列挙用法を発生させながらも、現代
語ではそれほど活発には行われていないようで、
(30) a どうぞ何なりと御遠慇なくおっしゃつてくださいまし （＝葉亭四迷 「平凡」）
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b ー椀なりと召上がら なくては、 お腹が空いて為方があるまいと
（田山花袋「蒲団」）
c 始めから、 そう仰せらりょう なら、 下人共なりと、 召つれようものを
（芥川龍之介「芋粥」）
のように、 副助詞的用法が主である。列挙用法に於いても、 (31) のような慣用的な言い回
しでの使用という状態である。
(31) 外国へなり何処へ全立上行けばいい。
「Aなりと（も） Bなりと（も）」の消長については、 更なる調査・分析が必要であるが 、
以下、 見通しを示しておきたい。
(32) a ほねを十六本なりとも、十八本なりとも、 ほねの数をこめたを、 こめほねといふ
（虎明本「目近籠骨」）
b 明日成とあさつて成と松屋町へゐて逢へ （生至心中・中／1715)
(32) a では「一六本なりとも十八本なりとも」、 (32) b では「明日成とあさつて成と」
を見るに、「Aなりと（も） Bなりと （も）」に於ける「A」「B」との問に優先順位が認め
られる例が存する。 (32) b では、「明日 」「あさって 」 が併記されるが、 この場合であれば、
投優先が 「明日」であり、 それが叶わ ない場合は「あさって」というような序列があるので
はないかと思う。 このことは、 この用法のもとにある副助詞「なりと（も）」の意味用法を
OO係しているものと思われる。副助詞「 なりとも」の意味用法に関して、 矢毛達之 (1997)
では、「最低限度の志向対象」を明示する役剖を担っている」とされる。 こうしたことを踏
まえると、「 A なりと（も） B なりと（も）」に於ける列挙の場合、最低限のものを最初に「 A」
として提示し、 序列の上でそれに続くものを「B」に示すという関係性を有しているのでは
ないか。 それに対して、 不十分終止からの派生したと思しき「AなりB なり」での列挙に於
いては、「A」「B」間に序列関係は存し ない。 こうした 「なりと（も）」の有する用法上の
特徴が並列表現形式として展開を阻んだものではないかと推測しているが、 この点について
は機会を改めて考えてみたいと思う。
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